
王さまは、よせばいいのに、と言わ

ないばかりに、ニタニタお笑いにな

って「それでは、こちらへおいでな

さい 」とおっしゃりながら、王子。

を王女のお部屋へお連れになりまし

た。王女はニコニコしながら出て来

て、あいそうよく王子をむかえ入れ

ました。王子は王女があんまり美し

いので、目がくらんで、しばらくボ

ンヤリ立ちつくしていました。王女

は 「どうぞ 」と言って、一番き、 。

れいなイスのところへ連れていきま

した王さまは二人をそこに残して、

あちらへ行っておしまいになりまし

た。その間にブクブクは、そっと来

て、王女のお部屋の外へしゃがみま



した。それといっしょに、ナガナガ

と火の目小ぞうとは、こっそりと外

へまわって、お部屋のまどの下へか

くれました。王女は王子に向かって

いろんなお話をしました。王子はそ

のお相手をしながら、一生けん命に

王女のそぶりに気をつけていました

するとやがて王女は、ふと話をやめ

てそのままだまってしまい、いつの

間にかねむってしまいました。王子


